
18 ビタミンAの定量補給による和牛肥育技術

和牛肥育の一般的な飼養方法である肥育中期でのビタミンA（VA）給与制限を行わずに、
VAを一定量継続的に補給する飼養方法は、生産性改善に有効な技術であることが示され
ました。

【研究内容・成果】

・２週間間隔でVAを30万IU～45万IU補給すると、
BMS No.(脂肪交雑の程度を示す基準値）は若
干低くなるものの、増体・枝肉重量が若干高
くなる傾向が見られました。

【研究の背景】

（担当室・連絡先）
畜産酪農研究センター 肉牛研究室・0287ｰ36ｰ0428

・和牛肥育では、脂肪交雑の向上を目的
としてVAを一定期間給与制限すること
が一般的です。

・一方で、過度のVA制限により疾病や枝
肉瑕疵の発生が問題となっています。

・そこで、VAの定量補給が肥育成績や枝
肉成績に及ぼす効果について検討しま
した。

【技術の活用方法・期待される効果】

・給与マニュアルに基づきVAを定量補給
します。

・疾病や枝肉瑕疵の発生低減を図りつつ、
高品質で生産性の高い牛肉生産を行う
ことが可能になります。

試験区分 VA給与区 VA制限区

頭数 4 3

DG（kg/日) 0.96 0.92

出荷時体重(kg) 852 834

枝肉重量(kg) 550.0 538.2

BMS No. 9.3 11.0

VA補給区と制限区の肥育・枝肉成績の比較

研究課題名：経済性・食味性向上を目指した県産肉用牛生産のための
肥育技術の開発

成果を元に作成した
マニュアル
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